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患者の権利を尊重した医療の実践
安全・安心と信頼の医療の遂行
高度に専門化されたチーム医療の推進
地域の医療・保健・福祉・教育機関との連携
親とこどもが一体となった治療の推進
こどもへの愛とまことに満ちた医療人の育成
医療ボランティアとの協調による患者サービスの向上
継続的な高度専門医療提供のための経営の効率化
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周産期・小児医療の総合施設として、母とこどもの高度専門医療を通じて、
親と地域社会と一体になってこどもたちの健やかな成長を目指します。

Concept コンセプト

基本理念

基本方針

急性期の高度な集学的治療を行うと同時に、長期
にわたり疾患と共に生活しているこども達とご家
族に対する支援と癒やしの場としての機能の充実
も図っているところです。さらには、小児医療に
携
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　「どの診療科を受診すればよいかわからない症状・
悩みをもつ患者さん」「多くの問題をかかえており、
専門診療科ごとの診療に加えて全体的なサポートを
必要とする患者さん」「救急疾患として小児救命救
急センターから入院要請のあった患者さん」の力に
なることを目標としているのが総合診療科です。
　現代医療において、医療レベルの進歩と引き換え
に診療は高度に細分化しており、当院においても非
常に多くの診療科によって専門的な医療を提供して
おります。一方で、上記のような患者さんはこれら
の専門診療の「隙間」に入ってしまい、適切な医療
が受けられないことが問題となります。このジレン
マを解消するために総合診療科が設立されました。

「総合診療科のご紹介」

　まだまだ歴史の浅い診療科ではありますが、開設
して以降、年々患者数は増加しており、現在の年間
患者さんは入院で約 1400 名、外来では約 3000 名
にもなる、当院でも有数の患者数をもつ診療科とな
りました。総合診療科では多くの患者さんの一つ一
つの問題に対応するために、総合診療科医師だけで
はなく、他の専門診療科、外来・入院担当看護師、
家族支援室、栄養管理課など、多くの関係部署と協
力して診療しております。病院スタッフ全体でチー
ムとなって、患者さんのもつ問題に対して少しでも
よい答えを探し、提案させていただきます。　
　困ったことがあればいつでも総合診療科にご相談
ください。

　昨今はコロナの話題で持ちきりで暗い

ニュースばかりが目につきます。ソーシャ

ルディスタンスを保つことは勿論重要です

が、キャンプなどの楽しい体験や性に関す

る情報の共有など、こどもたちの心の成長

を妨げてしまわないように ｢心の距離｣ を

保ち、こどもたちの成長に貢献できるよう

努めたいと思っています。（T.S）

　すべての診療科の枠をこえて、重症なお子さま

のために、強力かつ集中的に治療・看護を行う場

が集中治療室です。2016年の病院移転以降、当院

にはCICU、PICU、ICUという３つの集中治療の

ための病棟がありました。このたび改修工事を無

事に終えて、2020年９月から、このCICUとPICU

を統合して「PICU：Pediatric Intensive Care 

Unit」16床とし、ICU11床は「HCU：High Care 

Unit」と名称変更しました。工事期間中、皆様に

はさまざまなご不便をおかけしたことと存じます

が、辛抱強くご協力いただき、誠にありがとうご

ざいました。

　昨年、当院は病院機能評価を受けました。改修

工事前の３つの集中治療のための病棟を評価して

いただいたわけですが、その結果全ての項目で最

高の評価を受けました。つまり、その時点ですで

に、集中治療室として果たすべき機能を十分に果

たしていると評価していただきました。しかし、

「現状維持は後退の始まり」との先人の教えもあ

ります。まして医療の世界は日進月歩ですから、

常に前に進まなければなりません。想定外の事態

や、自然災害発生時などにも、即座に柔軟に対応

できる体制を、常に整えておく必要があります。

新型コロナウイルス感染症もその「想定外の事

態」の一つでした。

　この度の改修工事を伴った変更は、より質が高

く、安全で、効果的、かつ効率的な集中治療の提

供を目的として病院移転後に見えてきた様々な課

題を詳細に検討し、時代の変化に対応できる柔軟

さを持ち合わせるために５年、10年先を見据え

た前向きの変更です。もちろん、今後も多くの課

題が出てくるでしょう。今の集中治療室も完璧な

わけではありません。私たち集中治療に関わるス

タッフは、一丸となって、みなさまに常に安全と

安心を与えられる存在となるために、これからも

尽力いたします。
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　僕は2020年４月で中学一年生になりました。赤
ちゃんの時から何回もこども病院に入院したり退
院したりを繰り返していて、みんなにとても心配
をかけたそうです。
　僕は生まれた時から、みんなと同じご飯が食べ
られません。塩分が入っていないご飯にしないと
すぐに脱水になってしまう持病があります。すぐ
に喉がかわくので、お水も毎日たくさん飲みます。
外食はあまりできません。レストランのご飯はほ
とんど味が濃くて塩分が多いからです。小学校の
時は給食も食べられないので、お母さんに毎日お
弁当を作ってもらっていました。
　小学生になって、入院することもなくなって、
家でおばあちゃんから料理をたくさん教えてもら
いました。今は、自分でご飯を作ることと、キャ
ンプにはまっています。キャンプに行った時も自
分でご飯を作ります。キャンプで食べるご飯は、
家で食べるご飯の何倍も美味しく感じます。
　去年はテントを買ってもらって、家族でキャン
プに何回か行きました。淡路島の海岸にテントを
張って泊まりました。テントは家族四人で、動画
を見たりしながら協力して建てました。ポールを
一本一本通すのが大変だったけど、割と簡単でし
た。炊き込みご飯や、ポトフを作って食べました。

すごく美味しかったです。夕方は海で釣りをして、
夜はたき火をしました。火を見ていると、暖かい
し落ち着きます。
　去年キャンプに行ったとき、大潮の日で寝てい
る間にだんだん海の水位が上がってきていて夜中
にトイレに起きたら、テントが水浸しになってい
てびっくりして、みんなで濡れながらテントを移
動させたことがあったし、料理の時にフライパン
が落ちて焦って手で触って、やけどをしたりした
こともあったけど、キャンプが楽しくてしかたな
いです。
　あとキャンプの良い所は、僕は持病のほかにも
成長ホルモンが足りない体なので毎日注射を打っ
ていますが、キャンプに行ったときは注射を休め
るのでそれも良い所です。今年はコロナであまり
行けていませんが、来年たくさん行きたいです。
　高校は、アウトドア系の部活があるところに行
きたいし、将来もアウトドア系の会社で働きたい
と思っています。なので、今は勉強を頑張ってい
ます。アウトドアの本もたくさん読んでいます。
キャンプに行ったことが無い人がたくさんいると
思うけど、星がとてもきれいに見えるし、自然の
なかで寝たりご飯を食べたりするのは本当に最高
なので、みんなも行って欲しいです。
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コロナが落ち着いたらやりたいことコロナが落ち着いたらやりたいこと 大人への階段をいっしょに上ろう！
「いちごクラス」を知っていますか？

　2019年９月より外来で、産科スタッフが担当
する「いちごクラス」を始めました。
　「いちごクラス」では、小学３年生以上のお子
さんを対象に、こころとからだの変化や生命につ
いて、おうちではなかなか話しづらい性について
のお話をしています。
　こども病院に通院されている患者さんは様々な
病気で治療をされています。病気や治療の状況に
より異なりますが、妊娠や出産で病状が悪化した
り、治療の副作用が胎児に影響する場合などがあ
ります。また、近年では若年での妊娠も問題となっ
ています。成長に合わせてお子さんが病気や治療
と共に妊娠や出産による影響などを理解できるよ
う主治医や外来看護師がサポートさせていただき
ながら、産科スタッフが「いちごクラス」でお子
さんの状況に応じて関わらせていただいています。
　保護者の方は、多感な時期である思春期を迎え
たお子さんに、『性教育なんて話す内容も難しいし
苦手』『家ではなかなか性教育ができない』と
いった悩みもあると思います。
　お子さん自身は、『聞くなんて恥ずかしい』『な
んとなく分かっているから大丈夫』と思っていま
せんか？多感な時期だからこそ、正しい知識を身

に着け、こころ豊かにすこやかに思春期を過ごし、
こころとからだを守ってほしいと思います。「い
ちごクラス」では身体の変化について、お子さん
と一緒に考えること、他人事にせずセルフケアで
きるようになることを大切にしています。性の問
題は特別なことではなく、誰にでも、いつでも、
ふとしたきっかけで起こりうるものです。そんな
時に保護者の方やお子さんが困らないように私た
ちがサポートできればと思っています。
　病気と向き合いながら、からだとこころを大切
にして成長して欲しい！！という思いのもと、明
るく・楽しく・わかりやすい、をモットーにクラ
スを開催しています。大人へ向かう大切な時期、
あなたのこころとからだのことについてホンネの
話をしましょう！
　実際にクラスを受けてくれたお子さんからは、
「わかりやすかった」「知らないこともあったから
聞けて良かった」「楽しかった」などのご意見をい
ただいております。
　「いちごクラス」の話を聞いてみたいなと思わ
れたら、ぜひ外来看護師または主治医へ声をかけ
てください。私たちと一緒にステキな大人への階
段を上っていきましょう！

笹田　陸斗

外来・産科病棟

クラスの様子いちごクラスのポスター


